
伯
耆
町
の
バ
ス
が
変
わ
り
ま
す

伯
耆
町
の
バ
ス
が
変
わ
り
ま
す

標
準
小
作
料
を
改
訂
し
ま
し
た

標
準
小
作
料
を
改
訂
し
ま
し
た

住
民
意
見
公
募

住
民
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）制
度
の

制
度
の

　
　
　
　
　
　
運
用
を
四
月
一
日
か
ら
開
始
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
運
用
を
四
月
一
日
か
ら
開
始
し
ま
す

お し ら せお し ら せ

【問合せ先】自治振興課　政策管理室　☎ 6 8 - 4 2 1 2

【問合せ先】農業委員会事務局　☎ 6 2 - 0 7 1 5

　
伯
耆
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
重
要

な
計
画
や
制
度
を
策
定
す
る
際
に
、

担
当
部
署
が
個
々
に
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
が
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
意
見
を

提
出
し
や
す
い
手
続
と
す
る
た
め
、

統
一
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
伯
耆

町
住
民
意
見
公
募
実
施
要
綱
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
標
準
小
作
料
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
次
の
改
訂
ま
で
適
用

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
を
目
安
と
し
て
当
事
者
間
で
小
作
料
を
定
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
意
見
公
募

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）制
度
と
は

　
町
が
基
本
的
な
政
策
や
条
例
等
を

策
定
す
る
と
き
に
、
案
の
段
階
で
そ

の
趣
旨
、
内
容
等
を
広
く
町
民
の
皆

さ
ん
に
公
表
し
、
提
出
さ
れ
た
意
見

等
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
う
と

と
も
に
、
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え

方
を
公
表
す
る
一
連
の
手
続
き
を
い

い
ま
す
。

住
民
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）制
度
の

　
　
　
　
　
　
運
用
を
四
月
一
日
か
ら
開
始
し
ま
す

住民意見公募（パプリックコメント）制度の流れ

⬇

⬇

⬇

⬇

案の作成
◆町が条例などの案を作成します

（住民生活に多大な影響を与える計画・条例案など）

案の公表
◆公表の内容は案、趣旨・目的・考え方などです
◆役場、ホームページ等で公表します

意見の募集
◆住民の皆さんから、案に対する意見をいただきます
◆意見の提出は郵便、ファクシミリ等で受け付けます

意見のとりまとめと公表
◆提出された意見は集約・整理し公表します
◆提出された意見に対する町の考え方も

合わせて公表します

実　　　施
◆条例案など議決を必要なものは、議案として

議会に提案します
◆伯耆町の政策として実施します

標
準
小
作
料
を
改
訂
し
ま
し
た

標
準
小
作
料
を
改
訂
し
ま
し
た

標
準
小
作
料
を
改
訂
し
ま
し
た

農地の区分 小作料の標準額 参　　　　考

１０，０００円

　８，０００円

５，０００円

　５，０００円

　３，０００円

平　坦

中　間

山　間

上

下

田

畑

１０アール当たり

・標準小作料は水張
　り面積（本地面積）
　とし、畦畔の面積
　は対象としない。
・畦畔の管理は賃借
　人が行うこととす
　る。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
学
生
に
つ
い
て
、

納
付
特
例
の
申
請
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
申
請
は
、
年
度
ご
と
に
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

　
現
在
、
学
生
納
付
特
例
承
認
中
の

方
は
、
社
会
保
険
庁
よ
り
20
年
度
分

の
申
請
書
用
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
る

予
定
で
す
の
で
、
そ
の
様
式
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
以
降
、
初
め
て
申
請
を
さ
れ

る
方
は
、
次
の
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

・
学
生
証
の
写
し
（
両
面
）
ま
た
は
、

　
在
学
証
明
書

・
認
印

・
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

　
（
年
金
手
帳
、
納
付
書
な
ど
）

申
請
す
る
と
こ
ろ

　
住
民
生
活
課
ま
た
は
分
庁
統
括
課

　
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
年
度
分

の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
な
ら
遡
っ

て
納
付
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
米
子
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
３
４
―
６
１
１
１

　
平
成
19
年
４
月
か
ら
運
行
を
始
め

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
、

３
月
31
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
混
乗
し
、
米
子
・

　
根
雨
方
面
に
向
か
う
学
生
等
の
た

　
め
に
、
春
の
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
に

　
合
わ
せ
Ｊ
Ｒ
に
乗
り
継
げ
る
よ
う

　
に
運
行
し
ま
す
。

○
利
用
者
の
少
な
い
早
朝
（
６
時
台
）

　
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
全
路
線
の
運
行

　
を
取
り
や
め
、
利
用
者
の
多
い
八

　
郷
便
の
み
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て

　
運
行
を
継
続
し
ま
す
。

○
部
活
動
で
土
曜
日
に
登
校
す
る
生

　
徒
の
た
め
に
、
毎
週
土
曜
日
に
定

　
時
運
行
し
ま
す
。

○
運
休
し
て
い
た
水
曜
日
16
時
台
の

　
路
線
（
二
部
線
・
日
光
線
・
金
屋

　
谷
線
・
八
郷
線
）
に
つ
い
て
、
混

　
乗
す
る
一
般
利
用
者
の
た
め
に
運

　
行
を
再
開
し
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
回
送
を
利
活
用

　
し
て
、
一
般
利
用
者
の
利
便
を
図

　
り
ま
す
。

　
利
用
者
の
多
い
時
間
帯
に
対
応
す

る
た
め
、
利
用
者
の
少
な
い
時
間
帯

の
運
行
を
取
り
や
め
ま
す
。

○
全
路
線
の
早
朝（
６
時
台
）の
運
行

※
八
郷
線
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て

継
続
し
ま
す
。

○
11
時
30
分
溝
口
下
発
の
日
光
線
を

　
廃
止
し
、
二
部
線
の
運
行
を
開
始

　
し
ま
す
。

○
13
時
30
分
溝
口
下
発
の
二
部
線
を

　
廃
止
し
、
日
光
線
の
運
行
を
開
始

　
し
ま
す
。

　
８
時
か
ら
９
時
の
バ
ス
（
前
日
予

約
必
要
）
の
予
約
受
付
を
現
在
「
前

日
の
15
時
」
ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、

改
正
後
は
「
前
日
の
16
時
」
ま
で
延

長
し
て
受
付
け
ま
す
。

　
改
正
後
の
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
に
周
知
す
る
と
と
も
に
次
の

場
所
に
時
刻
表
を
準
備
し
ま
す
の
で
、

個
人
で
ご
入
用
の
方
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
伯
耆
町
役
場
１
階
窓
口

○
溝
口
分
庁
舎
１
階
地
域
交
通
室

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
ゆ
う
あ
い
パ

　
ル
内
）

○
伯
耆
町
で
運
行
し
て
い
る
ス
ク
ー

　
ル
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
車
内

【
問
合
せ
先
】

　
地
域
交
通
室

　
☎
６
２
―
０
７
２
２

【
バ
ス
の
予
約
】

　
配
車
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
２
―
０
７
３
４

伯
耆
町
の
バ
ス
が
変
わ
り
ま
す

伯
耆
町
の
バ
ス
が
変
わ
り
ま
す

伯
耆
町
の
バ
ス
が
変
わ
り
ま
す

下
校
便
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
バ
ス

ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　
登
校
便
に
つ
い
て

共
　
通

国
民
年
金
学
生
納
付

　
　
特
例
申
請
に
つ
い
て
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